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栗 牧 伸 一

　栗牧さんは，２ヶ所に分けた26aのハウス内で高設栽培と土耕

栽培の２つの方法を用いて，イチゴを生産されています。

　イチゴの栽培を始めて25年目。手間暇かけて育てた品質の良い

イチゴを11月下旬から６月上旬まで長期的に収穫していきます。

　就農以前は，大阪の青果卸売市場で仲買人に青果物を売るセリ

の仕事をしていたそうです。

　栗牧さんは，イチゴ栽培が盛んな頃に比べると，生産者の高齢

化や後継者不足，離農者が増えて，イチゴ部会全体で，まとまっ

た量が確保できなくなったとイチゴ農家の苦悩を話します。これ

まで，販売促進につなげてきた川薩地区で取得した県のブランド

指定も外されたそうです。

　栗牧さんは「今は本当に厳しい時期を迎えていますが，現状を

維持しながら明るい展望をもって，意地でもやってみせるという

気持ちと根性で続けていきたいものです。農業は，自分の考えで

やっていけることが魅力ですから」と話されました。

さつま町神子

さん

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

今後とも河川事業におけるご理解とご協力をお願いします。

さつま町内の，激特事業に関する進捗状況などについて，お知らせします。

【問い合わせ】　国土交通省 川内川河川事務所 調査課　　 課長 竹下真治
開発工務課 課長 樋口俊二
（0996)22-3271　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　 宮之城出張所　 (0996)53-1756 宇都　薫

１．激特事業の状況と今後の予定について
      用地等調査については，現在，虎居地区を含むさつま町内全13箇所（山崎橋関連を除く）全てを平成21年
　　２月末で完了しています。また，現在，用地等調査を完了させた11箇所において用地協議中であり，用地取
　　得が完了した箇所より逐次工事を実施していくこととしています。なお，大願寺地区及び市場地区におきま
　　しては，関係者の方々の多大なるご協力のもと，用地の取得が完了しています。

２．激特事業工事箇所
    ・二渡地区（山崎大橋上流側築堤約900mの内600ｍ）Ｈ20年３月末完成
　　・大願寺地区においては，平成21年度末の完成を目途に築堤工事を実施しています。
　　・現在，推込分水路箇所においては，埋蔵文化財調査をＨ21年８月を目途に実施しています。また，分水路
　　　開削に伴う掘削土砂の運搬用通路として川内川に２箇所の仮橋設置が概ね完了したことから，今後，掘削
　　　工事に着手します。
　　・穴川橋架け替えに伴う現橋梁の撤去が完了しました。現在，橋梁の橋台設置に伴い，町道佐志駅穴川線が通
　　　行止めとなっています。工事期間中の通行などご迷惑をおかけしますが，ご理解とご協力をお願いします。
　　　なお，新穴川橋は，平成22年４月上旬の開通を予定しています。

３．鶴田ダム再開発事業の進捗について
      平成20年度に引き続き工事用道路の整備を行い，平成22年３月までに鶴田ダムまでの完成を目指します。

４．さつま町の川づくりについて
　　　川内川河川事務所では，河川整備を進めるにあたり，地域住民やＮＰＯなどとの意見交換を行い，川内川
　　の将来像の構築や地域と協働による維持管理などを踏まえた河川の利用・活用のあり方を語り合い，次世代
　　に誇れる地域連携・参加型の川づくり「川内川まちづくり懇談会」を進めていきます。
　　　現在，「さつま町地域川まちづくり懇談会」を２回開催しており，今後，激特事業のみならず，河川事業
　　全般において地域のニーズに併せて当懇談会を開催していくこととしています。
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公民会合併調印式の様子

今回，自衛隊に入隊した關大海さん，田原将多さん，竹中舞さん（左から）
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